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CPXを施行した心疾患患者連続 3432例 のなかで、換気量（VE）において 3周期以上かつ周期的変
化の振幅が VEの平均の 25%以上の周期性呼吸を示した 273例を対象としている。著者は安静時のみに
周期性呼吸を呈する症例を Group Aとし、運動中のみに周期性呼吸を呈する症例を Group B、安静時
と運動時の両方に周期性呼吸を呈する症例を Group Cとし、CPXで得られた呼吸循環指標を Aから C
の 3 群間で比較検討している。呼気ガス分析機器を併用した運動負荷検査によって最高酸素摂取量





周期性呼吸を呈した心疾患患者 273例のうち、Group Aは 114例（42％）、Group Bは 94例（34％）、
Group Cは 65例（24%）であった。左室駆出率（LVEF）は Group Aで 57±17%、Group Bで 49±20%、
Group Cで 41±21%であり、3群間で有意に異なっていた（p<0.05）。Group Cにおける BNP値は Group 
A、Bに比較して有意に高値を示しており、Group B、Cは Group Aと比較して最大運動時の心拍出量
を反映する Peak VO2の低下、心不全の重症度を反映する VE-VCO2 slopeの高値、血中の二酸化炭素分
圧を反映するPETCO2が低値を示すことが示されている。さらに、周期的変化におけるVEの周期長は、

























平成 30年 1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
